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炭鉱用語解説 
 

 当たり：枠と天井等の隙間に入れる木片。 

 後向き／後山：先山や助先の指示・指導に従い作業をする作業員。 

 アングル車道：アングル鋼材(断面が L型の鋼材)を幅広軌道のよう

な形で組み立てた車道。枕木にあたる部分も帯状の鉄で溶接されて

いる。自走枠を払内に設置・撤去する際に使用され、自走枠をアン

グル車道の上に載せ、地曳きするときに摩擦抵抗を軽減するのが目

的。 

 運搬：採掘した石炭を始め、種々の資材の搬入・搬出や作業員など

を運搬する仕事の総称及びその職種。 

 エンドレス：循環するワイヤロープにより、鉱車などをけん引輸送

する軌道運搬方式。主に片盤坑道(沿層坑道)に設置された設備。 

 カッター／ドラムカッター

金受け：給料のこと。給料日。

：採炭切羽の払進行方向の炭壁面に向か

って切削ドラムで切り込み、石炭を切り崩す機械。払面の切羽コン

ベアの上をまたぐように乗っかって左右に移動しながら採炭する。 

 からこ(空木積)：ゲート坑道(片盤坑道)を２度使用する場所で、採

炭切羽の入気側を次の採炭時に排気坑道として利用するため、天井

が崩落して潰れないように保持する目的で設置された、井桁状に組

まれた大規模な組柱。井桁状に組まれた中が空洞であるものを「空

木積」（からこづみ）、フライアッシュや土砂・岩石などを充填した

ものを「実木積」（みこづみ）と称した。 

 岩粉：炭塵浮遊及び炭塵爆発防止のため、必要に応じて時々坑道に

散布する岩石の粉のこと。 

 キャプタイ：キャプタイヤケーブルのこと。掘進・採炭現場の過酷

な条件で使用する耐久性に優れた被覆電線。 

 切羽：掘進や採炭作業の現場のこと。 
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 掘進：炭鉱坑内で石炭を採掘するための準備として、岩盤や炭層に

トンネルを掘ること及びその職種。岩盤を掘る岩盤掘進と石炭層を

掘る沿層掘進とがある。 

 小切羽採炭／柱房採炭：保安炭柱を残し、碁盤目状に採炭する方法。 

 採炭：炭鉱坑内の採炭現場において石炭を採掘すること及びその職

種。 

 先山：作業するグループの中での熟練した作業員で、作業において

の班長的役割を担った。 

 三交替(三交代)：三池炭鉱では、採炭作業、掘進作業にあわせ、大

半の職種は操業日１日 24 時間を３分割し、朝入坑する「一番方」、

昼入坑する「二番方」、夜入坑する「三番方」に分かれていた。ま

たその番方は 1週間ごとに変わっていた。 

 残柱式採炭：炭層を採炭する場合に天井の崩落を防ぐため、石炭の

一部を柱状に残し、これにより天井を支える採炭方法。 

 仕繰：坑道を維持するための補修作業のこと及びその職種。 

 ジャック・ハンマー／レッグ・ハンマー：穿孔(穴をあけること)の

ための削岩機。 

 終端／エンド：採炭現場の排気側の末端部位。切羽コンベアでは、

コンベアチェーンの折り返しがある所。採炭作業では気温・湿度・

粉塵・狭さなどにおいて最も過酷な作業現場。なお、対義語はヘッ

ド又は落口といい、コンベアに載せられた石炭は落口(入気坑道)へ

と流れていく。 

 シュート：石炭を輸送する際の積替口に取り付ける鉄板製の装置。

鉄板自体が耐摩耗性のある素材でできている。 

 常一番：常に朝から夕方までの勤務。業務としては諸設備の維持・

保全・機器の新設・撤去・測量・通気・仕繰など、三交替作業に齟

齬が出ないよう準備をすすめるのも常一番の大切な役割であった。 

 水圧鉄柱：高圧の水圧を鉄柱内に注入することで、鉄柱の上柱が伸

び、天盤の高さに応じた支えが容易になった鉄柱のこと。縮めると
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きはセットガン(高圧水注入器)を取り付けて、鉄柱の安全弁を押し、

内部の水圧を逃がすと縮む。 

 助先：先山に次ぐ熟練作業員で、作業においての副班長的役割。 

 スライシング払／分層払：厚い炭層を二段採掘すること。 

 炭函(炭鑵、たんがん)：炭車。 

 長壁式：石炭の採掘面を 20m以上に長く設定して採炭する方法 

 通気門：坑内の通気において、入気道と排気道をつなぐ箇所には、

通気を分離させるため、必ず通気門が存在した。通気門は、概ね木

製で負圧のかかる方にビニールを貼り、石炭や岩石と接する所は粘

土で目張りし、極力漏気防止に配慮した。 

 面交替(つらごうたい)：三交替作業において、坑内作業現場で次の

方と前の方が直接対面し、情報伝達して交替すること。 

 天皇切羽：昭和24年に昭和天皇が三川坑にご入坑されたとき、本

物の切羽（採掘現場）に至る途中のより安全な場所に、石炭採掘

作業を模擬的に体験していただくためにしつらえた切羽風の場所。

 動枠／自走枠：採炭作業で天盤(天井の岩盤)を支えるための設備。

坑内で組み立てられた水圧鉄柱や枠のことを当初は「動枠」、後に

は「自走枠」と呼んでいた。150mの長さの採炭切羽では 100セット

ほどの自走枠が並べられる。１セットの自走枠は、大型の水圧鉄柱

４本と頑強な鋼鈑を組合せ、岩盤が落下してきても作業員の安全が

図られており、移動用に１台のジャッキを備えている。払の中での

自走枠の操作は、炭壁面の進行に伴い、天盤を支えている枠を少し

緩め、ジャッキで炭壁側へ引き寄せた後、枠で天盤を再度しっかり

と押し上げ支える。この操作がレバー操作で簡単にできた。 

 なぐれる：何かの故障等で仕事ができないこと。 

 入気坑道(入気道)／排気坑道(排気道)：炭鉱の地下では、入坑者の

安全や快適性を確保するために通気が必要で、地上の空気が送り込

まれる坑道を「入気坑道」といい、人体に例えるならば動脈にあた

る。また、地下で仕事を終えた空気を排出するための坑道を「排気
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初島・新港立坑・旧四山第二立坑が排気立坑、また三池島・三川第

一及び第二斜坑・南新開立坑などが入気立坑であった。 

 払（はらい）：採炭作業や採炭現場のこと。 

 盤膨れ：下盤が膨れ坑道が狭小化する状況のこと。 

 粉炭：粉状になった石炭のこと。 

 ポンプ座：坑内排水ポンプを設置している場所。必ずポンプ座の傍

には水溜(バック)が併設されていた。 

 養成工：企業内で職種に合致した職業訓練を受けている社員。 

 リールカー：キャプタイヤケーブルを自身の車両内に巻き取り・巻

き戻ししながら種々の車両をけん引する電気機関車の一種。 

 枠：坑道の天井や側壁が崩壊しないように支えておくための木製及

び金属製の枠。 

 

 

 

 

 

 

坑道」といい、人体に例えるならば静脈にあたる。炭鉱では通常、

排気坑道の末端の立坑地上部などに大型扇風機を設置し、坑内の空

気を吸い出していた。例えば、三池島が完成した後の三池炭鉱では、
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（備考）有明坑の立坑櫓は、現在撤去されています。

資料：大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ作成 
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■年表 

 西暦 三池炭鉱関係 大牟田市・国内情勢 

1469 文明元 三池郡稲荷村の農夫傳治左衛門により石炭発見  

1721 享保 6 

1790 寛政 2 

1853 嘉永 6 

1857 安政 4 

柳河藩家老小野春信、平野鷹取山を開坑 

「三池藩石山法度」制定 

三池藩、生山を開坑 

大浦坑開坑 

 

1873 明治 6 

 〃 

1877 明治 10 

 

1883 明治 16 

 〃 

 

 〃 

1889 明治 22 

 

1891 明治 24 

1894 明治 27 

1895 明治 28 

 

1898 明治 31 

1902 明治 35 

 〃 

1908 明治 41 

 〃 

1912 明治 45 

日本坑法公布、三池炭鉱が官営となる 

工部省三池鉱山支庁を大牟田村に設置 

石炭搬出のため、大牟田川河口の航路拡大に着手 

大浦坑-大牟田港間に馬車鉄道敷設 

七浦坑操業開始（～昭和 6 年閉坑） 

三池集治監開庁、後に三池監獄、三池刑務所と改称 

（～昭和 6 年閉庁）

宮浦坑操業開始（～昭和 43 年閉坑） 

政府から三井組へ三池炭鉱の経営権一切の引渡完了

 

 

三井組、三井物産、三井銀行の3社で三池炭礦社設立

九州鉄道（現ＪＲ九州） 大牟田駅開設 

七浦発電所開設、坑外に初めて電灯ともる 

勝立坑操業開始（～昭和 3 年閉坑） 

 

宮原坑操業開始（～昭和 6 年閉坑） 

万田坑操業開始（～昭和 26 年閉坑） 

三池港起工 

三池港竣工、開港場に指定 

長崎税関三池税関支署開庁、三井港倶楽部設置 

我が国初のコッパース炉操業、ガス、タール工場運転

開始（三井化学の前身） 

港務所-万田坑間専用鉄道が電化 

 

 

 

 

 

 

 

 

町制施行、大牟田町、三池町

ができる 

 

 

 

1914 大正 3 

1916 大正 5 

1917 大正 6 

1923 大正 12 

1924 大正 13 

1926 大正 15 

神岡鉱山三池亜鉛製錬所が亜鉛製錬操業開始 

電気化学大牟田工場が操業開始 

 

四山坑操業開始（～昭和 40 年閉坑） 

宮浦大斜坑出炭開始 

市制 10 周年記念国産共進会開催 

 

 

 

 

石炭化学コンビナートの形成 

市制施行 
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 西暦 三池炭鉱関係 大牟田市・国内情勢 

1929 昭和 4 

1930 昭和 5 

 〃 

1931 昭和 6 

1935 昭和 10 

1936 昭和 11 

1939 昭和 14 

1940 昭和 15 

1941 昭和 16 

 

 

 

1944 昭和 19 

1945 昭和 20 

1949 昭和 24 

 

1957 昭和 32 

 

1959 昭和 34 

1960 昭和 35 

1962 昭和 37 

1963 昭和 38 

1965 昭和 40 

1970 昭和 45 

 〃 

1971 昭和 46 

1984 昭和 59 

 

坑内請負制度廃止、女子坑内夫の入坑禁止 

囚人の採炭作業や馬匹使役を廃止 

宮原坑、七浦坑閉坑（宮浦・万田・四山の 3 坑体制） 

東洋高圧(現三井化学)大牟田工場竣工、硫安製造開始 

 九州鉄道線（現西鉄天神大牟田線）全線開通 

三川坑操業開始（～平成 9 年閉坑） 

 

 

 

 戦前における出炭量最高を記録（403 万トン） 

 人工島初島排気竪坑建設 

昭和天皇が三川坑に御入坑 

 

 三井三池製作所が三井鉱山から独立 

三池争議（史上最大の労働争議） 

原油の輸入自由化 

三川鉱炭じん爆発事故（死者 458 名） 

第 2 人工島に四山鉱坑口移転 

第 3 人工島三池島完成 

出炭量過去最高を記録（657 万トン） 

三池港が三井の私港から県管理港となる 

有明鉱坑内火災 

三川町を市に編入 

御大典記念グラウンド竣工 

 

 満州事変勃発 

 大牟田市役所新築落成 

 

 玉川村・駛馬町・三池町・銀水

村を市に編入 

真珠湾攻撃により第2次世界

大戦参戦 

 空襲、終戦 

 

 市制40周年記念事業、大牟田

産業科学大博覧会開催 

市の人口が過去最高となる 

 

1995 平成 7 

1996 平成 8 

1997 平成 9 

1998 平成 10 

2000 平成 12 

2009 平成 21 

石炭産業科学館オープン 

宮浦石炭記念公園オープン 

三井三池炭鉱閉山（3 月 30 日） 

宮原坑跡・万田坑跡が国指定重要文化財となる 

宮原坑跡・万田坑跡が国指定史跡となる 

「九州・山口の近代化産業遺産群」が、世界遺産国内

暫定一覧表記載（宮原坑・万田坑） 

 

 

 

 

 

市内経済界により、團琢磨胸

像（旧三井港倶楽部）、團琢磨

像（新大牟田駅）設置 
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■大牟田市貢人塀膏出炭o̊貢推移(明治 平平朮以降) 
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